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要約
加鹿島では、かつて農業(畑作)が盛んであったが、麦・立輸入の増加や苧自給の低下および高齢化等に
より、 1980年代以降、農業は後退し、産業の1::1心は漁業にシフトした。それに伴って、半農半漁村とし
ての性格は弱まり、漁村に純化した。そして1990年代にはイカ釣りを中心に漁業の最盛期が形成されたが、
2000年代に入るとイカの不漁が続き、近年では燃料代の高騰がそれに追い打ちを掛け、漁業経営は極め
て厳しい局面を迎えている。その結巣、 2000年代に漁業経営体数が激減し、漁業世帯(漁家)の兼業化が
深化し、漁業後継者も減少し、島艇の小規模漁村でありながら自営漁業以外に就業する人が増え、それま
では加鹿島の「主要な産業jは漁業とされていたが、 2003年漁業センサスではそれが遂に第3次産業であ
るとされるに至った。
他方、加腐島は島全体に格が自生し、併せて膨大な純粋無垢の自然が残っている。また農業は消滅し11
のほとんどは耕作放棄地化したが、それで、も残された焔で高齢者によって I~I ~:合的な作物生産が維持されて
きている。
こうして本烏は、確かに漁業不振や少子高齢化といった日本社会の縮図的な問題に直面しているが、豊
富なi当然環境や椿の島としての特有の資源と元気な高齢者の存在をよりどころにして、新たな烏興しの可
能性を秘めている。
Summary 
Upland farming was doing well formerly in Kakara-shima at Saga Prefecture. But after 
1980s these farming decreased rapidly because of import increase of barley and soybean 
Consequently main industry in this island changed from farming to fishery. And fishery 
especially cuttlefish fishery was doing well during 1990s. But fishery management changed to 
painful as the haul catch of cuttlefish decreased rapidly after 2000s. Therefore the numbers 
of fishery management and the successor of fishery management decreased rapidly. 
On the other hand there are many pure nature resources and many old men and women are 
in good health in this island. In these points we can find out the possibility of reconstruction 
of this island. 
キーワード (Keywords) 玄界灘小島腕(SmallIslands in Genkai Sea)、加賭島(Kakara-shima)、農
漁業(Farmingand Fishery)、少子高齢化(Decreasingof the Numbers of Child and Population 
Ageing)、橋(Camellia)。
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玄界灘小限)~i際社会の持続的展開条件(その 2) 一加鹿島を対象にしてー 3 
1 .課題
玄海諸島の7つの島は日本の島々の中では小
規模島i腕(小島興・小島)に属するが、島氏規模は
100人未満から200人、 300人、 500人台の島ま
でかなりの開きがあり、また就業構造も決して
一様ではなく、ひとくくりにして理解できない
ため、本研究シリーズでは、継続的に7島の現
状を採り、それぞれ 1島ずつ提言・コメントを
提示することを課題としている。
そこで本年度は、加唐島の実態調査に基づく
を行いたい。
2.加鹿島の今
( 1 )位霞と人口・世帯数
加鹿島から最も近い本土の唐津市呼子UlT加部
島北端(ツイタ 1甲)までは3km弱あり、島から自
前に展望できるが、本土の定期船発着港である
呼子港から島の港(加唐漁港)まで、は海上6km余
りあり、片道15分かかる。
面積2，83r討、周囲14.6kmの玄界灘に浮かぶ
小島で、ある。南北に 7kmと長細い形をしている
のが特徴で、玄海諸島7島の中で最も長い島で
ある。そして、そのような地形であるため、島
の南北両端にそれぞれ港が設置され、港近辺に
それぞれ集落が形成されている。すなわち島の
玄関口に相当する南側の港(加唐島漁港)周辺に
は本島最大の集落である「加蔚島J集落が形成さ
れ、島の北側の漁港(大泊漁港)周辺には大泊集
落が存在する。
本島は東松浦半島ェェ玄武岩台地の延長線上に
海上に首をもたげて形成され、周辺は権食躍と
なり、中央部は玄武岩質の台地状を呈しており、
最高標高は123mしかなし吋註 1)。こうして、半
島から離れた島とは言え、位置的・地形的にも佐
賀県東松浦半島の玄武岩台地の一角を吉めてい
るため、地理的にも社会経済的にも、東松浦半
島と一体的な存在として理解し、研究・対応し
ていくことが重要である。
本烏の人口も、他の島問掠に急減し、 1960
年の566人から2008年には200人台を切り、
2009年には191人となり、ピークかそれに近い
と推測される 1960年の566人に比べると、 50年
間で3分の lとなった。
世帯数も 1970年代の100戸水準から2009年
には75戸に減少した(註2)。
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図2 加鹿島の人口と世帯数の推移
資料:r金属離島人己総覧j全国離島振興協議会、 1983年、『離
島統計年報』日本離島センター、各年版。
註-住民主基本台帳に基づく各年4月1臼現在の住民霊堂録人口・
世帯数を示す。
(2 )世帯類型と世帯員数
そこで、この島の社会経済的な特徴を把掘す
るために、 2009年に悉皆調査を実施した(匿長
から紹介を得た77世帯)。そして、その結果から、
世帯主の職業や年齢を基準に表 1のような世帯
類型を抽出した。
教員世帯とは、教員住宅に居住している島外
出身者の世帯であり、その中には教員をしていて
も島外の学校に通う者は合めていなし、(島外に通
う教員が「漁業世帯Jのf妻勤j務の中に 1人L、る)。
独居老人とは、位帯内に仕事をしている人が
し、ないケースである(漁業を営む独居老人が l人
いたが、この世-帯は「漁業世帯jの「専業jに入れ
た)。
無職は、生産年齢人口に属する世帯主が無職
である世帯であり、高齢姉妹は別途このように
分類した。
表 1から、まず漁業肢帯数の激減が注目され
る。 1993年以降2003年までの3自の漁業セン
サス間の5年ごとの漁業世帯数の減少数がそれ
ぞれ4-1世帯と2世帯であったのに対し、 2003年
から2009年までの6年間に10世帯が減少した
からである。このことは近年に烹るほど漁業経
営の厳しさが増したことを意味する。
他方、漁業世帯数26に対し、サラリーマン世
帯と教員世帯を合わせると28世帯に達し、これ
だけ見ても非漁業世帯数が漁業世帯数を上回っ
ており、想像するほど漁業世帯数割合は高くない
と言える。このことに関して、 2003年漁業セン
サスにおいて既に加鹿島の「主たる産業jは「第3
次産業jと性格づけられていることがうなずける。
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表1 加皆島における世帯類型と世帯員数(2010年3月)
世帯類型 世帯数 世帯員数 備考内訳
漁業(世帯主が漁業ないし主として漁業) 26 82 
専業 14 うち
委勤務 6 高齢夫婦あとつぎ勤務 3 (世帯寺主69藤以上)世帯が7つ、
世帯主兼業 独居老人(74歳)世帯が1つ
夫婦とも他産業が主(2種兼業)
自営(民宿)
教員 16 25 
単身 12 12 
夫婦とも教員 4 13 
独居老人(74歳以上)(うち女性) 12(10) 12(10) うち見漁業世帯が2つ
高齢夫婦(世帯主69歳以上) 9 18 うち冗漁業世帯がブつ
サフ1)ー マン 10 37 
無職 2 4 
高齢姉妹(87萄77歳) 2 
際部 3 
合計 77 183 
資料.島民世帯悉主主調査(2009年10月、 11月 2010年2問、 3月実施)。
また、独居老人j:fJ搭と高齢夫婦世帯を合わせ
ると21世帯だが、漁業世帯の中にも独j首位帯と
高齢者夫婦世帯が81:1:t帯あり、また高齢姉妹世
帯も含めると、結局、高齢者だけの世帯は30戸
にのぼり、島の世帯の39%に達する。
そして、独居老人の中で男性2名は元漁師、
高齢夫婦9世帯のうち世帯主7名も元漁師であ
り、現役の漁業i止帯26のうち既に7世帯が高齢
夫婦で 1-1世帯が独居老人という実態から、生産
年齢人口を有する漁業世帯→高齢者のみの漁業
世帯→漁業を引退した高齢者のみの世帯、とい
う世部類型の形成プロセスが見えてくる。そし
てその先は、あとつぎ等が民らない場合は「誰も
し、なくなるJ=空き家となる可能性が高い。
(3)問題の所在
こうして、表 lから深刻な漁業問題や高齢者
問題が見えてくるが、さらに、加唐島の抱える
問題としては、以下のようなものが考えられる 0
.就業先確保問題
.農業問題
・観光(武寧王立韓国人観光客、釣り客、民宿客)
対策
-小中学校の先輩・生徒数の減少問題
.保育園児数の減少問題
-小中学校の児童・生徒と教員の役割
そこで以下、これらの諸問題についてそれぞ
れ考察していくこととしたい。
3.交通網インフラ・診標所
( 1 )交通・インフラ
と本土との行き来は、島の南側の玄関口と
も言える f加唐烏J集落の加唐港と 1乎子港(唐津市
呼子町ー)との間に一日4住短の定期船が運航して
いる。定期船が就航したのがいつかは不明だが、
1965年に県費を得て 2往復としたという記録
(註3)から、それまでは 1往復だったようであ
る。
加唐港の防波堤は1925年に国庫補助金を受け
て修築され、また1955年には離島振興法の指定
を受け、 1965年には漁港(加唐港か?)の修築を
行った。他方、 1934年に大泊港埋築工事がなさ
れた。
電気は1948年に自家発電装置が設置されて発
電が開始されたが、本格的な利用は九州電力に
よる海底ケーブル設置を待つての1968年からで
あった。
上水道はすでに1940年に簡易水道が完成した
とあるが、本格的な利用は1955年以降である。
なお、水i原地はf加唐島J集落用と大治集落用と
それぞれlつずつある。
他方、 トイレの水洗化も済んでいる。
また道路も整備され、本土のそれと遜色がな
く、南北2つの集落をつなぐ道路には通勤・通学
時を中心に車の逆行が見られるし、バイクや耕
転機やシニアカーも走っている。なお、自転車
玄界灘小jUJ畷社会の持続的展開条件(その2) 力If釘島を対象にしてー 5 
は見たことがない。
(2 )診療所
1957年に診療所を設置し、医師を迎えたとあ
るが、現在は蹄地医療制度のもとで、自治医科
大学卒の研修医を l名、 2階建ての診療所(唐津
市加鹿島診療所)に迎え入れ、本診療所では木1吉
野の午前中を除き平日 6時間30分の診療が行わ
れている。なお木曜日午前中は同盟師と看護婦
は隣の松島の老人憩いの家に出向いての出張診
療を行うため、この日時のみ本診療所は休診と
なる。なお、建物の21階は毘師の住居用である。
そして2009年11月時点で、医師は家族で入居
し、子供もいると聞く。
4.漁業問題
加鹿島には2つの浦、業集落があり、それぞれ
漁港を持っている。玄関口である島の甫側の「加
唐烏j集落には20世帯ほどの漁業世帯が存在し、
島の北側の大泊(おおどまり)集落には7戸の漁
業世帯が存在する。なお、両集落の漁業の性格
はそれほど異なってはいない。
水揚額で、みた漁業種類の推移(図 3)と水揚震
でみた集落別の推移(図4)を見比べて、魚種と
集落の関係がおおよそ以下のように推移してき
たと推j期される。
1975年頃まではほとんどの漁業能類が魚類で
あり、集落としては「加鹿島J集落が主体であっ
たようである。その後1975年頃から水産動物が
捕れ始め、 1975~ 1985年の10年間ほどはf魚
類と水産動物の2大漁業種類jがともにほぼ向じ
ほどの水揚量を示した。集落別にみると、この
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資料:W雛鳥統計年報H3本離島センタ一、各年板。図ヰ、図5、
図12もi弓じ。
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時期は、初めはf加賠島J集落が優勢で、あったが、
後半には「力1腐島」集落の水揚額が減り、雨集落
の差はなくなった。しかし1990年頃から水産動
物の水揚量が急増し、それに伴って水揚額も増
加したが、これを主に担ったのは「加皆島J集落
であった。そして、このような「加鹿島j集落で
の水揚量・水揚額の上昇は2000年頃まで10年余
続いた。この1990年代のほぼ10年間の漁業の
興隆は、島全体としてだけでなく l漁業経営体
においても確認され、その意味で「加唐島漁業の
黄金時代jであったと言える。
しかし2000年以降、大きな変化が訪れた。そ
れは水揚量の激減であり、それに伴う水揚額の
急減である。それは島全体においても l漁業経
営体においても同様で、あった。なかでも激減し
た漁業種類は水産動物で、あり、具体的にはイカ
の水揚震の激減であった。なお、集落別には、
このような漁業の打撃を大きく受けたのはf加唐
島J集落であり、他方の大正i集落への影響は少な
かったように見受けられる。
このような近年の漁業の後退は、即、後継者
の少なきとなって現れている。 26戸の漁業世帯
の中で、調査時点において後継者が父親の漁業
を継承していたのは5名のみであった。
A(44J歳)さんは唐津の高校を卒業して唐津市
内の会社に24年間勤務していたが、父親の体調
悪化を契機に、長男で跡取りであることから、
2007年に島に戻り、日下、 li幾建網・蛸壷・釣り
をしているが、「まだ見習い段階だJ(父親の言)
とし、う。
8(38歳)さんは、学校を卒業した後、 iヨ家漁
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陸4 水産物水揚襲の推移(集落別)
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図5 水産物水揚額の推移(集落別)
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図7 1漁業経営体当たり水産物水揚額の推移
(集落別)
業以外に季節出稼ぎなどもしていたが、長男で
跡取りであったことから、現在は、父親(71歳)
と一緒に磯建網・釣り・一口アワビ養殖など自
家漁業に専念している。またニ男 (36歳)も学校
卒業後5年ほど定期船(かから丸)に乗っていた
が、今はBさんと一緒に自家漁業の手伝いをし
ている。
C(35歳)さんは、父母:が漁業と民宿を経営し
ていたため、高校を卒業するや烏の実家に民り、
もっぱら自家漁業のほうを継承し、イカ・サワ
ラの一本釣りをやる傍ら、遊漁船経営も行って
いる。
D(35歳)さんは高校卒業後、父親(現在59歳)
と一緒に地先で定置網をしている。
またE(341議)さんはDさんの弟で、大学卒業
後島に戻り、父-兄と一緒に定置網をしている。
なお、 Dさんと Eさんは結婚を契機に2006年に
集落内に2ぽ帯住宅を新築して父母の家(実家)
から転居した。
図6 1漁業経営体当たり水産物水揚襲の推移
(集落別)
資料.①『離島統計年報』日本離島センター、各年版、②『j魚、業
センサス』農林水産省。
註・①の水産物水揚総量三を②の漁業経蛍イ本数で割った値であ
るが、センサス年次以降の4年間もセンサス年次の数値
を修正せずそのまま使用しつづけた。関7も向じ。
5.農業問題
振り返ると、 1960年には畑カ~32.8haあり、
農家らしい農家である第 l種兼業農家が24戸も
存在した。 1985年以降は全て第2種兼業農家に
なったが、 1995年までは20戸を上回る農家が
カウントされていた。また、 1995年には専業農
家すら 4戸も出現しており、作物販売額もこの
ころまでは200万円程度あり、「農業jが一定盛
んだったことがうかがえる。こうして、 1990年
代半ばまでは、加唐島は半農半漁の村だったと
える。
しかしその後、芋等の畑作物の販路の縮小に
伴って、農業・作物生産は急減し、島の主要な産
業は漁業へ収殺してし、く。さらに1995年以降、
加唐島にもイノシシが上陸・繁殖し、農作物を
食い荒らし始め、また猪突猛進の如く人間に対
しでも意外と危険であると言われ、高齢化がそ
れに拍車を掛け、特に両集落から少し離れた台
地上の畑での作物栽培を放棄する高齢者が増え
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てきたため、この10年で作物栽培はますます縮
小してきた。
こうして、 2006年以降は統計上、作物生産額
はなくなり、農業センサス上も「農家jは消滅し
たように、現在では確かに加唐島に本格的・本
来的な「農業jと言える実態は存在しないが、作
物栽培は維持されており、また現在でも統計上
は挙がってこなくても実際はツワブキや切り干
し大根の販売などが行われており、概して自給
的ではあっても、まだ作物生産の意義は失われ
ていないことに注意すべきである。また、畑仕
は、食料確保以外に、高齢者の健康・体力維持
という機能も果たしており、このような非経済
的な意味合いも重要である。さらに、今後は、
後述の「島興し・島|腕振興jという観点から、高齢
者でも栽培・収穫できる特産物の開発という新た
な可能性を採ることが求められている。そのよ
うな資源および、人材として、知iや高齢者を位置
づける必要がある。
6.椿の実の販売と椿油の製造(加工)・販売
-構の島=加唐島一
島には在くから椿が自生し、島全体が;ftfで覆
われていると言っても過言ではないくらい、至
る所に楕が生えている。椿は自生的なものから、
耕作放棄却iに植えた植栽的なものまで多様であ
る。ほとんどは私有地に梢えられているが、島
の北側の5haほどは自治会(区)有林となってお
り、そこの精の実は「年500円を払えばJ島氏な
ら誰でも自由に採取できることになっている。
この自治会(区)有林は、もともとは加唐島森
林組合のもので、本森林組合が管理してきたが、
本森林組合が解散してからは、自治会(区)有林
となり、それ以来、自治会(区)が所有し管理し
ているという(註4)。
そして、島氏は自分の椿関や畑の周辺の椿、
あるいは上記の自治会(区)有の椿圏の梼から採
取した実(種)を共同販売している。販売先は呼
子町の業者であり、この業者は加唐島を中心に
集荷した椿の突から採油した油をf玄界特産純椿
油」という商標で100m!入り瓶1，000円の値段で
呼子町ーの自信やジャスコ唐津信の地元産品コー
ナーなどで販売している。
この業者への販売量は、表年と裏年で波
があるが、平均して毎年ほぼ50戸で140俵
(4，200kg)ほどであり、販売額は160万円ほど
だという。 l 戸当たり 2~3万円程度である。
また他方、 2005年度からの唐津市の「島づく
り事業jの補助を受けて搾油機を導入し、島民
グループ(島づくり委員会メンバー)の手によっ
て「純度100%つばき油(加唐島特産)Jという手
作りの独自商品を製造・販売し始めた。値段は
100m!入り瓶1，500円で、市内の観光資料館な
どに置いている程度で、本格的な販売は行って
はいない。年間売上量は500本ほどということ
だから販売金額は75万円ほどに止まるようだ。
ただ、この椿油の品質は高く評価されている
ため、頭髪~flì用、揚げ物(調理)用、化粧品用といっ
た多用述利用を考慮し、新商品(300m!ペットボ
トル)の開発や、置いてもらう応の拡大など、前
向きに検討している。
こうして、産業面で椿の利用が軌道に乗って
くれば、椿の植栽面積をさらに拡大する必要も
出てこよう。そのときは、島の膨大な耕作放霞
~Ill を再利用すればよい。そうすれば、「椿の鳥j
としての加唐島に磨きがかかる。
さらに、観光面での椿の利用はもっと可能性
が高いと忠われるが、この点についての具体的
な内容は、最後の「提言Jのところで述べたい。
7.高齢者問題
( 1 )高齢者の実態
高齢者問題抜きに地域問題は語れなくなった。
島においてはなおさらである。この問題は、内
容的には健康口医療問題であり、また福祉問題
であり、さらに生き甲斐問題で、もある。したがっ
て、健康=医療問題としては上記の診療所問題
と関わり、福祉問題としては後述のf高齢者セン
タ-Jでの活動と関わる。
なお本報告書では、上述のように、本島では
現在でも知!で少なからずの野菜栽培がなされて
おり、その主要な担い手が高齢者、中でも高齢
女性であることを述べた。本島を訪れての第一
印象は、「高齢者が娼で元気に野菜作りに励んで
し、るjということであった。そしてまた、畑仕事
=土いじりが高齢者の日常的な健康の重要な要
因の 1つではないかと考えた。
確たる科学的因果関係を今証明できるわけで
はないが、直感的にそのように感じる。おそらく、
健全な自然条件の中でのヒト本来の生き方が可
玄界灘小島断i社会の持続的展開条件(その2) 一加腐j誌を対象にしてー 9 
能だからなのではないかと推測する。もし、こ
のことが証明できたら、その意義は大きい。
それはそれ自体で重要な事柄であるが、同時
に、「島興し・烏願振興Jという面でも大いに可能
性を秘めている。また、このことは、ますます
進行する高齢化現象に対して、マイナスではな
く、プラス思考で対応できるという面でも重要
と考える。
し、ずれにしても、「老人が多いが、その老人が元
気な島jとして加j吾島を位置づけてみたいと思う。
このように加唐島の高齢者は基本的に健康で、
元気であるため、高齢者を対象に設置された福
祉施設である「高齢者センター」も、毎週 l回の
風呂等を利用する「生き甲斐ディサービス」と、
毎月 1回の老人会の定例会などに利用されてい
る。なお、毎週金曜日に行われている「生き甲斐
ディサービスJの指導には、隣の松島在住の社会
福祉協議会所属のホームヘルパーがやってくる。
(2 )高齢者の役割(出番)
力1]鹿島の高齢者の出番として、以下の点が指
摘できょう。
1つは、歴史の生き証人として歴史を伝え、あ
るいは残す役割である。加鹿島の歴史に関する資
料や言い伝えは少ないようである。特に現代史が
よく分かっていなし、。 戦後の島の産業史の中心は
漁業史だが、これがまとめられていない。
そこで、年配の漁師を含めた歴史研究会を組
織し、戦後漁業史とその関連史、あるいは生活
史などをまとめではどうだろうか。生活史に関
しては、高齢者の誰もが担い手となりうる。
なお、このような組織の結成には、下記のよ
うに学校の教員などが関わり、また、歴史の開き
取り作業には中学生などを巻き込んでもいい。生
徒が庶史をまとめる作業の一部を「体験Jするこ
とによって、自分たちの島の歴史をより深く理解
することは、自らの誇りにつながり、今度は自分
が他に伝えることなどを通して、将来たとえ島外
で暮らすにしても、本人の人生上の血となり肉と
なっていくものと思われるからである。
また、戦前・戦後の産業・生活をよく知る
老に、中学校の総合学習の一環としての授業を
やってもらうのも一方法である。これそのもの
がまさに高齢者と教員と生徒の共同作業でもあ
るし、それを今後さらに深める取り組みに発展
させていくことも可能であろう。
2つ悶は、上述のように、作物生産の担い手
としての役割である。それは、自給的なもので
あっても、島だからこその特有の意義を持つ。
それは、本土から離れているため、島の高}古で
の野菜類・芋類の十分な購入が不可能に近いた
め、野菜類の自給的生産は日常生活上、必要不
可欠な、いわば自衛的な支えとなっているから
である。その意味では、見かけ上は向じでも、
本土のわれわれの家庭菜園とは意味する役割・
性格が異なり、島だからこその特別重要な意味
を持っている。
また関連して、高齢者は、熟練した作物栽培
方法(農法)をその下の佐代に伝えていく必要が
ある。
さらに、作物生産・土いじりは、たとえ自給的、
小規模、販売なしであっても、高齢者の健康保
持のための日常運動の重要な一環をなしている
ことに注目したい。いわば、「健康の秘訣は畑仕
事Jということである。
8.就業先確保問題
島の多くの方が「島内や島外の近くに仕事があ
ればもう少し者者が烏に残れるのにjと語る。
現在、 26世帯の34名が自営漁業以外の仕事を
している。世帯類~IJでは、サラリーマン世帯 10
戸と漁業世帯11戸において自営漁業以外の就業
者が存在するが、まずはサラリーマン世帯とい
う非漁業世帯であるプロパーの労働者(勤労者)
世帯が一定形成されている点に注話したい。こ
れは、 771笠帯・ 183人の小島であり、警察
郵便局はなく、小中学校・由自・保育所・診療
所と lつの工場だけではあるが、それらへの就
業場所があること、および、片道17分で島始発
7: 10、本土発終便18:00という定期船の運行の
範囲内でではあるが、本土のパート等への通勤
が一定形成された結果である。
しかし、就業場所は島内22名に対し、島外12
名と、島内での就業場所が限られているにもか
かわらず、そこへの就業者のほうが多いことに
注意が必要である。これはf島内だけでなく、島
外の近くにも仕事がなく J、また定期船の運行時
間の制約があるからであり、そのことは島外へ
の就業者12名中4名が臨時的(パート)就業者で
あることに示されている。
さて次に、自営漁業以外の就業者数は、サラ
10 小林恒夫
リーマン!投帯においても漁業世帯においても同
じ15名となっているが、世帯数ではサラリーマ
ン世帯(10)よりもむしろ漁業世帯(12)のほう
が多く、漁業総世帯(26戸)の中で12戸(46%)
が兼業漁家として、世帯員の誰かが自営漁業以
外の仕事をしているという実態にある(表 1も参
照)。
なお、小中学校の教諭と診療所の医師と高齢者
センターでのディサーピス担当者として金曜日
のみ松島から来島するホームへlレバーそして自
営漁業を除いた本島の2010年3月現在における
通常の就業場所と就業者数は以下の通りである。
表3 島内の就業場所と就業者数(2010年3月現在)
正規職員 うち 島外から 1¥ー ト うち島内者 の透勤者 職員数 E言内苦言
定期船 6 5 
製海工場 3 2 3 3 
小中学校 2 2 (用務員)
漁協支所
診療所 2 2 
保育所
資料:島民悉皆調査結巣および各施設での潤き取りによる。
表4 勤務者の世簿類型と職場(2010年3月現在)
以上から、近海小島であっても、不十分なが
らも交通・教育.1室原等の最低限の 1セットが
権保されているならば、少なからずのプロパー
のサラリーマン世帯も形成され、さらには漁業
不振から専業漁家が減少し兼業漁家が増加して、
「主要な産業Jはf第3次産業Jだとされているが、
しかしこれは、第 1次産業中心の社会が第2次
および第3次産業中心のものに自然に進展(発
展)していくと教える経済学の一般法則の結果と
して生まれた芳しい現象ではなく、本質的に「
!羽や島外の近くに仕事がなしリという現実の結果
なのである。
したがって今後は、島内および通勤可能な島
外の近くでの「仕事興しjとそれに関わる定期船
の時間帯改善の課題が出てくる。
9.小中学校・保育所の存続問題
1995年頃まで、は小学校の児叢数も中学校の生
徒数も減少傾向を示してきていたが、それ以降
は波を打った複雑な推移を示し、下げ止まった
ようにも見える (1翠8)。しかし、小学校に関し
ては、 2009年度において児童数15名の中に教
員の子弟が3名おり、島生まれの小学生は12名
であることに在意が必要である。それは、本年
世帯類型 世帯 続柄別職場(年齢)番号 世帯主 その委
漁協職員(44)
2 
3 電力会社(53) 診療所(47)
4 製塩工場パート(68)
サラリー マン 5 小中学校職員(54)
6 郵便業務(委託)(57) 
7 活魚点(57)
8 定期船事務員(41) 保育所(43)
9 鳥外職場(59) 民宿パー ト(59)
10 島外パート(57)
1 
12 水道管理委託(65)
13 小学校教識(46)
14 紡績会社員(62)
15 漁協島支所(56)
漁業 16 診療所(54)17 畏宿経営(60) 民宿経営(54)
18 漁協烏支所(50)
19 保育所(48)
20 
21 製塩工場パ…ト(50)
22 
高齢夫婦 23 魚加工場パ…ト(70)24 製塩工場パート(66)
独謄老人 25 ノtー ト勤務(74)
無職 26 
註1 加鹿島小中学校教諭と加震畠診療所医師を除く。
註2:ゴチックは島内勤務。
あとつぎ その妻 それ以外
会社員(37)
定期船乗員(33)
定期船乗員(27)
製塩工場(41)
建設会社(42)
定期船乗員(31)
定期船船長(46) 小中学校職員(40)
L~主医りト(娘)
玄界灘小王子J鎖社会の持続的展開条件(その2) 加m島を対象にして 11 
度は小中学校教員16名中8名(4組)が夫婦であ
り、彼ら・彼女らの子弟の3名が小学校に通っ
ているためである。また、後述の保育園の園児
5名のうち2名が彼ら・彼女らの子弟であるた
め、このように一定数の教員夫婦が本小中学校
に赴任してくるならば、今後とも小学校児童の
中に教員子弟が入ってくることになる。
他方、中学校に関しては、図9のように、加
鹿島出身の生徒数が依然減少傾向にあるのに対
して、 2000年度以降、隣の松島(加唐小学校松
島分校)出身者が増えだし、 2004年度以降は加
唐島出身者数を上回るに更ったが、 2009年度以
降加唐島出身者数が増え、 2010年度には再度逆
転し、松島出身者数は加唐島出身の生徒数を下
回った。 2010年度の小学生数は松島(分校)の8
人に対し加唐島出身者は10人いるため、上述の
加庸小中学校教員の子弟(小学生)は2009年度に
3人いたが、今後ともこの程度であると仮定す
35 
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図8 加唐小中学校の児童・生徒数の推移
資料.加唐小中学校資料。関9、図10も伺様。
註年度当初(4月)の数値。
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国10 松島における小学生と中学生の数の推移
れば、 2010年度に見られた現象は今後とも定着
し、加唐中学校の出身別生徒数においては加唐
島出身者数が松島出身者数を上回る状況がおそ
らく続くものと推測される。
関連して、松島の小中学生数の動向(i~10)を
見ると、松島の小学校分校はかつて一時期、小
学生がし、なくなったため、 1988年度に休校に
なったが、島出身の海士後継者や遊漁船経営を
始める青年の帰島(Uターン)や島で海士や定期
船運航に携わっていた青年の結婚等により、彼
らの子弟がその後小学生となったため、 1996年
度以棒、分校が再び、開校され今日に至っている。
そして、その後小学生は中学生となり、島内に
は中学校がないため、隣の加唐島の中学校に通
うようになったというわけである。
さらに関連して、保育所(市立)の園児の動向
を見てみる必要がある(図11)。近年は、保育所
においても上述の教員の子弟および隣の松島出
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図9 中学生徒数の出身語部内訳の推移
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関11 加鹿島保宵所の菌児の内訳
資料:加鹿島保育所資料。
註:年度当初(4月)の数値。
身者の が大きく、現在では決定的である。
減少傾向にあった関児数が1990年頃から増加1
に転じたのは、まずは保育園に夫婦の教員世帯
の子弟が入ってきてその数が培加してきたこと、
またその数年後からは今度は子供数が増えだし
た隣の松島から船で通ってくる顕児数が増えだ
したためである。しかしそれらも一巡した2000
年度頃以障は関児総数が減りだしただけでなく、
急減傾向を示し、 2009年度には関児数が5人と
なってしまったが、うち教員世帯の子弟が3名、
隣の松島からの子供が2名となり、ついに加鹿
島出身者はいなくなった。しかし2010年度には
加唐島出身の毘児が2名入仏教員子弟が2名、
松島から 1名の計5名を維持したが、来年以降
は厳しい状況にある。それは市立保育園の認定
基準が園児5名以上となっているからである。
こうして今、本保育所は存続の危機にある。
10.観光
本島への観光客にはいくつかの異なったタイ
プがあるため、タイプごとに考察していく必要
がある。
( 1 )日帰り釣り客
しばらく増加傾向を見せていた観光客数は、
2002年以降、大きく減った。これは、バブル
崩壊や景気停滞を背景に、一定の金銭的支出が
必要な釣り客などが減少したためと推測される。
このような傾向は2007年の松島調査でも同様に
確認された。
なお、減少したとは言つでも、 1970年代前
半の上000~ 3，000人台よりはまだ多くの人た
ちが訪れており、本島の岩場は良い釣り場であ
るため、土曜・日祭日には子供を連れた父親や
常連の太公望グルーフを見かける。このような
釣り容を増やすための対策も捨てたものではな
いと考えられる。そのための検討課題としては、
釣り場の整備や日帰り釣り客を街泊客にレベル
アップする方法などであろう ο
(2 )宿泊者
2000年以降、日帰り観光客数が激減したのに
対し、宿泊者数の減り方はそれほどでもないし、
1990年代よりはかなり多い。宿泊者とは主に、
島で捕れる新鮮でおいしい魚、を食べることを目
的に民宿に治まる、比較的金銭的および時間的
余持のある年配者や家族である。
このような宿泊者数の動向に民宿の数も対応
している。 1985年以降1991年までは島に民宿
人
9000 
8000 
7000 
6000 
5000 
4000 
3000 
2000 
1000 。
1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 
歯12 加窟島への観光客数と宿泊者数の推移
はliI汗しかなかったが、 1999年以降宿泊者数が
3~4倍に急増したため、 2001年にもう 1 軒が
民宿を始めた。
(3 )武寧王観光
本島は韓国の古代田家であった百済の第25代
の武寧王の生誕地とされていることから(註5)、
玄海諸島の中では日韓交流に最も深く関わった
として、韓国人を含めた見学者を見込んだ観
光を推進することを目的に、その受け皿として、
まず玄海諸島関係者によって武寧王唐津市実行
委員会が結成され、また2005年に島づくり実行
委員会を立ち上げ、本委員会が中心になってこ
の住に第一回武寧王生誕祭を開催した。その中
身は、日韓共同で、加唐島港東側に立派な武寧王
生誕記念碑を建立し、それに併せて韓関から子
玄界灘小jJi鎖社会の持続的展IJI1条件(その2) 加fSj与を対象にして 13 
供たちを招きホームステイを行うものであった。
そしてその後も、多様な形で生誕祭を継続し
て開催している。
(4)構圏観光
力DJ苦j誌は「椿の島jを襟椋し、橋閣を観光の目
玉のーっとして重視しているが、しかし実擦は、
椿留を見に来る観光客は少ない。それは、私の
経験から、以下のようないくつもの難点がある
からと考える。すなわち、まず定期船の出入り
する、港(加唐港)から格闘までの距離は片道3km
ほどあり、目下のところ資自転車などないため、
歩いて行かねばならないことから、それだけの
体力と時間を覚悟した準備が必要である。また、
舗装されI[も通れる立派な道路が通じているが、
しかしアップダウンがあり、また曲がりくねっ
て先の見通しが利かない箇所が多いため、椿固
までは 1I時間ほど掛かるのであるが、初めての
者にとっては、帰りの船の時間との関係も考慮
しつつ、往復でどのくらいの時間が掛かるかの
情報も十分でないため、行くか止めるかの決断
に迷う。さらには、椿は烏全体の至るところに
自生しているが、そのrl:1で椿関だけがとりわけ
整備されているわけではないため、椿国の所在
が必ずしも明確で、はなL、。 関連して、椿留まで
の道)1摂表示が必ずしも明確でないため、曲がり
くねった、先の見通しのきかない道路を歩く者
にとって現在位置がよく分からず、歩行者は不
安を持って歩かざるを得ない。
こうした、多くの改善課題が考えられるが、
この点は「提言jの項目に譲る。
11 .提雷
( 1 )農業問題
①イノシシ対策
作物生産上の目下の最大の問題はイノシシ被
害であるため、それにいかに対応するかが課題
である。制度上は島に農振農用地指定地域がな
いため、中山間地域等直接支払制度によって防
護策を張り巡らす等の対応は不可能だが、島内
での野菜等の購入が困難なため野菜等の島内生
産が日常生活上必要不可欠なものであるだけで
なく、土をいじり体を動かすことが高齢者の健
康維持上からも有意義であることから、上記制
度とは異なる補助対策や、これまでの制度を越
える特別策がないかの検討が求められる。
②作物生産の拡大と販売
2010年度から本土の呼子i可内に島の特産物も
販売する直売所が開設されたのを契機に、水産
物だけでなく、今でも栽培・出荷されているツ
ワブ、キや乾操ダイコンなどの農産物の生産を拡
大していくことが可能である。組織的にも現在
でも漁協組合員20名を上回る21名の農協組合員
がし、ることは、そのための集団的・組織的支え
となる。農協組合員21名が組織的・集団的に作
物生産・販売に力を入れ、作物生産の減少傾向
をi逆転させ、作物栽埼を農業生産のレベルまで
持っていける可能性がある。
そして、これらのことを主に担うのはこれま
で通り高齢者であるが、この点でも増え続ける
高齢者にはますます出番が回ってくる。
(2 )椿油の製造(加工ト販売と観光麗での椿閤
の整備
①椿油の製造(加工)
本島の梼~Il!が良質であることから、すでに始
まった宣伝と新商品の開発をさらに進める必要
があろう。新・!日商品の拡大は、あせらず少し
ずつでよいが、加}吉島等産の椿の突を購入して
加工・叛売している呼子の業者による椿ilの商
品がジャスコ唐津屈の地元商品コーナーにも置
いである(島独自開発商品は置いていなしけこと
や、玄海町内のi昆泉施設に併設された自に長崎
県福島産の椿油が、内容成分や利用(頭髪・化粧・
調理)方法を示して販売されていることなどが参
考となる。
②椿題観光の推進
島全体が椿と言っても、そのままで観光客が
来るわけではない。整備し受け入れる体制を整
える必要がある。そのためにまず必要なのは、
闘の整備である。目下、放置された状況を杏め
ない。椿は寒措だけでなく夏椿もあり、形や色
の異なる品種が意外と多い。自下、加唐島の椿
は自生種が多いため、ほとんど寒椿であるが、
観光客を集めるには、まずは代表的ないくつか
の品種を道端に植栽し、名札を付けてその速い
を知らしめることである。そして、品種をさら
に増やしていき、多くの品種が見られ、またそ
れらを確かめつつ学習することができるように
するとよい。そうすれば、「椿を見て学べる」と
いうことが広まり、構-花井ファンや子供を伴っ
た家族が見に来る。また定期的に椿園ウオーク
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を実施したり、椿油搾り体験も取り入れたりも
したらどうだろうか。
そのためにも、道艇を明確にした道路標示が
求められる。
なお、道路標示は初めての人を対象に、道1日、
舗装・非舗装状況、距離、所要時閥、近道と速道、
目印などが分かるように、丁寧な表示が必要で
ある。
③椿園の整備と合わせた大泊集落の観光化
椿留は島の北側の大泊港に近いため、せっか
く時間を掛けて椿閣に行ったついでに、また行
きも帰りも同じ道でなく、帰りは大泊港経由で
ってくるという経路もあるため、その途中に
ある大泊港付近に観光客が寄れる場所を作ると
いう考えも成り立つ。なお、その場合は、大治
港経由の道が狭く険しいため、多少の手入れと
案内・表示の追加が必要となる。また大泊で何
を見せるかも重要である。ただ大泊港と大泊集
落をただ素通りするだけなら、当集落にとって
は迷惑以外の何物でもない弊害ともなることも
危慎されるので、慎重な検討が欠かせない。
(3)高齢者の役嵩(出番)
加唐島の高齢者の出番として、以下の点が指
摘できょう。
1つは、歴史の生き証人として股史を伝え、
あるいは残す役割である。加唐島の陛史に関す
る資料や言い伝えは少ない。特に現代史がよく
分かつていない。戦後の島の産業史の中心は漁
業史だが、これがまとめられていない。
そこで、年記の漁師を含めた歴史研究会を組
織し、戦後漁業史とその関連史、あるいは生活
史などをまとめる必要がある。生活史に関して
は、高齢者の誰もが担い手となりうる。
なお、このような組織の結成には、下記のよ
うに学校の教員などが関わり、また、歴史の聞
き取り作業には中学生などを巻き込んでもいい。
生徒が歴史をまとめる作業の一部を「体験Jする
ことによって、自分たちの高の歴史をより深く
理解することは、自らの誇りにつながり、今度
は自分が他に伝えることなどを通して、将来た
とえ島外で暮らすにしても、本人の人生上の血
となり肉となっていくものと思われるからであ
る。
また、戦前・戦後の産業・生活をうまく語れ
る吉老に、中学校の総合学習の一環としての授
業をやってもらうのも一方法である。これその
ものがまさに高齢者と教員と生徒の共同作業で
もあるし、それを今後さらに深める取り組みに
発展させていくことも可能であろう。
2つ目は、上述のように、作物生産の担い手
としての役割である。それは、自給的なもので
も島だからこその特有の意義を持つ。それは、
本土から離れているため、島の高底での野菜類・
芋類の十分な購入が不可能に近いため、野菜類
の自給的生産は日常生活上、必要不可欠な、い
わば良衛的な支えとなっているからである。そ
の意味では、見かけ上は同じでも、本土のわれ
われの家庭菜園とは意味する役割・性格が異な
り、島だからこその特別重要な意味を持ってい
る。
また関連して、高齢者は、熟練した作物栽培
方法(農法)をその下の世代に伝えていく必要が
ある。
さらに、作物生産・土いじりは、たとえ自給
的、小規模、販売なしであっても、高齢者の健
康保持のための日常運動の重要な一環をなして
いることである。いわば、「健康の秘訣は畑仕事J
ということである。
(4)島の自然・社会を生かした観光
島の自然や社会の特徴は、それぞれ島によっ
て異なる。加唐島の特徴は、良質な魚釣り場、
複雑な道路、奥深し、U-l(丘)、さらには台地上の
淡水油の存在などである。これらは島民の宝で
あり財産で、もある。
もし、これらを活かした観光を考えるとした
ら、以下のようことが考えられる。
①複雑な道路を活かしてf迷路の島Jr冒険の島」
と銘打って、小中学校間交流(島学校)のとき
に、椿圏までのf迷路を歩く J催しをしたり、
一般の子供たちを対象にしたイベントを行
なったりすることはできないだろうか。
②淡水池を利用して、同様にf海の魚もJ11の魚、も
釣れる加鹿島jと銘打ったイベントはできない
だろうか。
この①、②において活躍するのが小中学校の
児童・生徒であることは言うまでもない。しかし、
そのためには、鳥の子供自身がこのような自分
の島の特徴を熟知していなければならない。そ
のためには高齢者や家族員や学校教師の役割も
大きい。
玄界灘小島唄社会の持続的展開条件(その2) 一力1腐烏を対象にしてー
③釣り客を増やすための、釣り場の整備や簡易
宿泊所の設置なども検討に値する。
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巌氏からの開き取りによる。
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